ガスビ[レトインコン □ ^^:^センヴーコン〇 

取扱説明書 保証書付 


代表品名コード 


DC 2013 SS 
DC 2013 SSSV 


ごあいさつ 

このたびは、八ーマンのガスビルトインコン□をお買い上げ 
いたださましてありがとラございまず。 

安全にご使用していただくために、機器を使用ずる前によく 
読み、十分に理解したうえで使用してください。 

〇この取扱説日月書は、いつでち利用できる場所に大切に保管してください。 
〇この取扱説明書の 26 ページび保証書になっています。記載してあるお買い 
上げ曰、販売店名、保証内容などをよく確認し、ガ刃に保管してください。 

〇来客ちなどび機器を使用するとさは、その前に必ず取扱説明書の内容を説 
巧して < ださい。 
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〇本書を紛失された場合や、ご不日月な点びあればお買い上げの販売店または、 •さ部のなまえと特厚 . 7〜8 

ちよりの醉社にお問い合わせください。 
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DC2013S 
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使用前に 

7 とく にミち意してし ) たださたいこと 


ま全に正しく使用していただくために必ずお読みください。 


使用されるちや、他のちへの危害•財産への損害を未然に防止するために、つざのよラな区分- 
表 TJX をしています。 

いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいたださ、内容を理解して正しく使用し 
て < ださい。 


■を喜-損害の程度による内容の区分 


A を険 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ危険または、 
火災び切迫して生じることび想定される内容です。 

IA 警告 


この表示を無視して誤った取扱いをすると、人び死 t または重傷を負ラ可能性または、 
火災び想定される内容です。 

A ま意 


このまおを無視して誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性および物的損害の 
みび発生する可能性び想定される内容です。 

1 お願い 


安全に快適に使用していただくために、理解していたださたい内容です。 


■ま意-禁止內容の絵表示 


A 発火ミ主意 

C 

^必ず守る 

0 m ± 

0 分解禁止 

(§) 火気禁止 

€ 

) 接触禁止 





ガス漏れ時は、絶対に、 

-乂をつけない 

-電気器具（換気扇など）のスイッチの入-切を 
しない 

-電源プラグの巧き差しをしない 
-周辺の電話も使用しない 

乂や火花で引火し、火災の原因になります。 



ガス漏れに気づいたときは、 

〇 ①すぐに使用をやめ、機器のガス栓を閉じる。 
②窓や戸を開け、ガスを外に出す。 

③販売店または、をよりのガス事業者（供 
給業者）に連絡する。 
















































































(とくに注意していただきたいこと) 


〇 

必ず守る 


_ W 么警告 • _ 

必ず銘板（電池ケースふたの裏）に表示してあるガス（ガスグループ）で使用ずる 
転居されたときも供給ガスの種類が、銘板の表示と一致していることを確認する 


表示け外のガスで使用すると、不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒になったり、爆発着 
火でやけどしたり、機器び故障する原因に 
なります。わからない場合はお買い上げの 
販売店または、をよりのガス事業者に連絡 
してくださし、 



Q 機器を設置するとをは、可燃性の 
必ず守る 部分か5十分離して設置する 

火災予防条例で定められています。必ず 
巧ってください。距離び近いと火災の原 
因になります。 


A 機器の設置(取り付け、取りはずし）- 
必ず守る 移転および付帯工事は、お買い上げの 
，眼売店または、もよりのガス事業ちに 
依頼する 

ガス配管接続には専門の資格-技術び必 
要です。 


A 可燃性の壁との距離を確保できない 
必ず守る 場合は、 S 院の防熱板を取り付ける 

取り付けなかった場合、火災の原因にな 
ります。 

※防熱板の購入は、お買い上げの販売店また 
は、もよりの脾社に連絡してくださし、。 


A 機器を設置したあとの機器周囲の改装 
必ず守る 怖り戸棚を付けるなど）については、 
お買い上げの販売店に相談する 

ご自分で改装されると、設置基準上問題に 
なる場合びあり、火災の原因になります。 


乂をつけたまま離れない、就寝•外出をしない 

料理中のちのび焦げたり燃えたりするなど、火災の原因 
になります。 

• とくに天ぷら、揚げをのをしているときはミ主意してくだ 
さい。 

• 電話や来客の場合は、一旦火を消してください。 
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〈つづく〉 















































使用前に 

7 とく にミち意してし ) たださたいこと 


〈つづさ〉 

燃えやすいものを機器の近くに置かない 

機器の上や周囲に、ペットボトル、調理油など燃えやす 
いちのや、スプレー宙、カセットコン□用ボンベなど、 
弓 I 火のおそれのあるちのを置かない。 

火災の原因や熱でスプレー伍の圧力び上びり、スプレー 
宙び爆発するおそれびあります。 



引义のおそれのあるものは使用しない 

機器の周囲ではスプレー、ガソ U ン、ベ 
ンジンなど、引火のおそれのあるちのを 
使用しない。 

火災の原因になります。 


〇 

必ず守る 


使用後は必ず消乂を確認する 

火災のおそれや、思わめ事故の原因にな 
ります。就寝•外出時は機器のガス栓も 
閉じてください。 



分解禁止 

織 お手入れび必要なところけ外は、絶巧に分解したり修理•改造を行わない。 
ガス漏れや火災-故障の原因になります。 


〇 

必ず守る 


異常時-緊急時の処置 


•使用中に異常燃焼、異常音、臭気など感じられたときや地震、火災などの緊急の場合は、 
下記の手順に従ってあわてずすみやかに処置し、すぐにお買い上げの販売店または、をよ 
りのガス事業をに連絡する。 


火災-一酸化炭素中毒のおそれびあります。 

① バーナーの 火を消す。 

(器具栓つまみを I 止の状態 I にする。） 

み 

② 機器のガス栓を閉じる。 



•再使用するとさは、9ページからの『使いかた』の手順に従って操作する。わからない場合 
はお買い上げの販売店または、もよりのガス事業者に連絡してください。 


0 ガラスを意 

• トッププレートに衝撃を加えない。 

巧- トッププレートのガラス破損につなびり、 
異常過熱や火災の原因になります。ちし破 
損したとさは程度の大小に関係なくすぐに 
修理を依頼して < ださい。 



• トッププレートの上にのらない。 
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(とくに注意していただきたいこと) 


〇 使用中は換気をする 

使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を斤ってくだ 
さい。換気を斤わないと、他の燃焼機器と同時に使用した場 
合など、不完全燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。 
ただし、自然排気式給湯器、ふろびまを使用している場合は 
換気扇を回さず、窓を開けて換気をしてください。 
排気ガスび逆流して、一酸化炭素中毒の原因になります。 



0 

禁止 


調理 1 U がの用途には使用しない 

練炭の火起こしや、衣類（みさんなど）の乾燥などに使用しない。過熱 • 
異常燃焼による機器焼損や、衣類などび落下して火災の原因になります。 



〇 

必ず守る 


幼巧や小さなおテさまには触5せな 
いように注意する 

思わめ事故の原因になります。 


〇 点义操作をしても点义しない場合は、 
器具栓つまみを山の状態 I にし、周囲 
のガスがなくなってから再度、点义操 
作を行ラ 

すぐに点火操作をすると、周囲のガスに 
引火して衣服に燃え移ったり、やけどを 
する原因になります。 

〇 使用するバーナーの器具栓つまみ 
__を間違えて操作しない 

別のノ（ーナーび点火し、火災のおそれび 
あります。 


点検 • お手入れの際は、機器が十分 
~をえてか5必ず手袋をして行ラ 

手袋をしないでお手入れすると、やけどや機 
器の突起物などでけびをする原因になりまず。 


〇 トッププレートは取りはずさない 

トッププレートを取りはずすと、裏面で 
けびをする原因になります。ガラス裏面 
に洗剤-薬剤を付着させた場合変色した 
り、またキズの原因になります。 


® 願まぃ 


接角ち禁止 


使用直後は操作部 1 U がは 


機器本体とその周辺および調理用具び熱くなつ 
ており、やけどの原因になります。とくにかさ 
なお子さまびいる家庭ではを意してください。 


■な駆 

■この製品は家庭用ですので、業務用のよ 
うな使用をすると、機器の寿命び著しく 
短くなります。 


■長期間使用しない場合は ••• 

• 機器のガス栓を閉じてください。（長時間使用し 
ない場合わ機器のガス栓を閉じてください。） 
•各部のちれを取り除さ、ほこりや異物び入ら 
ないよラにビニールなどをかけてください。 

• 乾電池を電池ケースより抜いて < ださい。 
乾電池の液漏れにより、機器をいためる原 
因になります。 


■トッププレートはネジで固定されていま 
す。修理技術ちむがの人は取りはずさな 
いで < ださい。 


■機器を廃棄する場合は ••• 

• 機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理 
を依頼してください。ちし、お客様で旧機器の処理 
をされる場合、乾電池を使用している機器は、乾電 
池を取りはずしてから正規の化理をして<ださい。 


■機器や機器周辺（システムキッチンの天板 
など）に水をかけたり、水を流しての掃除 
はしないでください。 

機器内部に水び浸入し、故障の原因になります。 


■を暖房装置の吹さ出し□の近くや強い風 
び吹き込む場所には設置していないこと 
を確認して < ださい。 

火び途中で消えたり不完全燃焼の原因になります。 
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防义性能評定シール 
(トッププレートに貼付) 


レンジフードフアン！; ■( かの場合は80(3171しツ上。 
※吕不燃材料びない場合は SOcmli (上。 


A 注意 


• 防熱板(別売品）は、必ず指定のちのを使用する。 
• 防熱板に同こんされている「取付説明書」に従つ 
て正しく取り付ける。 

乂災のおそれがあります。 


キャビネット 
またはオーブン 



使用前に 

周囲の防义措置(機器の設置)について 


■機器の設置•移転および付帯工事は、お買い上げの販売店または、をよりのガス事業ちに依頼しを全 
な位置に正しく設置してください。 

防乂上①離隔距離 

◎機器を設置する周囲の壁などが、防义上安全な場所 
かまたは、防义上有効な間隔を確保ずることができ 
る場所に設置してください。 

◎この機器は防义性能評定品でず。 


A 警告 


I 周囲の障書物、可燃物との離隔距離び確保されて 
いることを確認する。 

火災のおそれびあります。 


※機器の周囲の可燃物（可燃材料、難燃材料または、準不燃材による仕上げをした建物の部分ち含む）とは、下 
表に基づさ下図の離隔距離を確保してください。 



※イラストはイメージ図でず。 


1己 cn 似上 15crr 似± 


ク の） の) 



ロン □) 




） 内は、周囲の壁び不燃材料で有効に仕上げた部分 
ちしくは、防熱板を取り付けたとさの寸法です。 


◎上記離隔距離がとれない場合は、必ず防熱板による防 
义措置を行ってください。 

•防熱板は4種類用意しています。 

• 用途に適した防熱板を選んでいたださ、正しく取り付 
けてください。 

※取り付け方法は別売の防熱板に同こんされている 
「取付説明書」をご覧ください。 



コードま号 

高さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

① 

LPO 10巳 

吕已〇 

600 

② 

LPO 106 

吕已〇 

已3已 

③ 

LP 0 107 

已已〇 

900 

④ 

DP 0 101 

90 

600 


《 DP 0101 はワークトップ後部の立ち上びり用 


機器の周囲び可燃物の場合 


レンジフードおよび不燃材の場合 


防熱板のおホめは、お買い上げの販売店または、もより 
の興社（別紙サービス網一覧表）に連絡して<ださい。 


可燃物 




^ず咳 




, 

1 

Semi 

化 

■ fsial 

の) 


( '!1D 


IbjM- 


づ 1 巨 UOS 


身1巨。浸 


己 




























































































































4 


[電池ケースの取り付けかた] 

電池ケースを一旦挿入して最後にケース 
凸部の上部を押す。 

※電池ケースを完全に押し込んだとさにカチ 
ッと音びし、下のケース凸部び下びって □ 
ックされます。 



2 . 


[電池ケースの取りはずしかた] 

①電池ケース前面にある上下のケ 
ース凸部をつまむ。 

③電池ケースを手前側に弓 I さ出す。 



己. 電池ケースふたを元に戻してください。 


- お願い - 

•乾電池を交換するとさはちいちのをおだて使巧しないでください。 

乾電池の寿命び短くなったり、液漏れする原因になります。 

•乾電池の®©方向は間違えないでください。点乂でさなくなります。 

•電池ケースに水などの異物び入った場合、ふさ取ってされいにしてください。 

電池機能不良の原因となります。 

• 電池ケースふたは約] 3已度（角度）程開きます。それじ(上は無理に開かないでください。 
ふたび破損する原因になります。 



〇 腊電池の取り付けかた] 

乾電池の@©を確かめて図のよラに矢印 
ち向に従って電池ケースに組み込む。 

① U Q 




使用前に 

使用前の準備 


■機器のガス栓を全開にする。 


国乾電池の取0付けわ、た 〇(電池ヶースはパネル前面にあります。） 
アルカ U 乾電池（単1形：1.已 V )を2個使用します。 



• アルカリ乾電池を使用しての電池の寿命はおよそ1年びめやすです。 

(付属の乾電池は工場出荷時に納め日れたちので、自然放電のため、寿命び短くなっている場合びあります。) 
取り替え時は付属品と同等の新しいアルカ U 乾電池（単1形：1.已 V )を2個同時に取り替えてください。 

《同等のアルカ U 乾電池 LU 外のちのを使用されると寿命び短くなる場合びあります。 


I 器具をつまみを[開の状態]で放置しておくと電池消耗の原因となりますので、調理終了後はをの状態 I にし 
てください。 
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■ 


電池ケースふた下部の凸部を指でひっか 
けて、矢印の方向に開ける。 
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使用前に 

7 各部のなまえと特長 


品名コード 

前面パネル 

例 

00000000 SV 

SV 

シルパー 

なし 

ブラック 

1前面バネル1 


•操作部やパネルなどに保護シートび貼ってある場合びあります。 
取りはずして使巧してください。 



■立消え安全装置 〇：?^圧国 

風や煮こぼれで火び消えた場合、自動的にガスを 
止めます。 


■コン□消し忘れ消火機能 にで圧量 

点火後約2時間で自動的にガスを止め消火します。 
高温調理の場合でおしちれと判断したとさは約30 
分で自動的にガスを止め消火しまず。 


■編ずつき自動消火機能 防閥 

空ださや、煮ちの調理をしているとさ、鍋の焦げ 
つ舌を検巧して自動的にガスを止め消火します。 


■天ぷら油過熱防止機能 正す"圧国 

高温調理(炒めもの-焼をものなど）をするとをや、モ 
ぷ5ミ由び過熱されたとをなど、ミ由の発火温度とされる 
370でに過熱される前(約2甜で〜2日0で)に惜火」「弱 
火」をくりおし、消火しないよラにまた、発火しないよ 
5に自動的に温度調節しまず。 

この状態び30分続くと自動的にガスを止め消火しまず。 



国器具をつまみ戻し忘れブザー 

戻し忘れた場合は安全機能びはた日いてか5約1時 
間の聞己分おきにブザー音ピー』でお知らせします。 


《 DC 7 "I ] 内の数字は参照ぺージを示しています。 






電池ケースふた 

裏面に銘板貼付 


『ゾくーナーキヤップの形げ』 



※高义 カバー ナ ーは、 トップ プレートのバーナー 
近くに"高义力"ラベルで表示しています。 
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各部のなまえと特長 




★印は交換対応部品です。詳しくは24ページ『アフターサービス』の交換部品を参照してくださしん 



標準(ち後)バーナ ー 


標準パ’ーナー用温度センヴー 


ごと< 


★ 


高义カバ’ーナー(左前)用 
器具撞つまみ 


標準パーナ ー( ち後)用 
器具をつまみ 


比ンヴー解除操作部] 

※点着义樹こ設定できまず。 


ンサー稱除キー) 



杉 tt - f » 臟作ランが 


■電池交換ヴイン に？=[11] 

乾電-池の交換時期をお巧6せします。 

コン□バー-で 

■センサー解除モード(高火カバーナー） 

炒めわのや、いりをの料理（ごま-大豆など)のよラに高温を必要と 
する調理の場合に使用します。 


^キー3秒押しで設定でさます。 


>揚げわのなどの油調理はしないでください。 

>センサー解除モードは、最大1時間(高温で3日分)で自動消火します。 
>焦げつさ自動消火機能は作動しません。 























































使いかた 

2コンロを使用ずるときのを意 


[么警告 ■ 


Q 

禁止 


コン□をおおったり、炎をふさがない 

コン□をおおうような大きい鉄板類や鍋 
を使用すると、不完全燃焼による一酸化 
炭素中毒や異常過熱による火災や塗装の 
変色•は< 離、機器焼損-変形の原因に 
なります。 



0 

禁止 


鍋などがトツププレートか5はみ出 
した状態では使用しない 


火災や機器焼損の原因になります。 


市販の補助員（アルミはく製しる受 
^ け、省エネ性をうたった補助員、巧 
網など）は使用しない 

この機器の付属品あるいは指定のもの 
外は使用しないでください。不完全燃焼 
による一酸化炭素中毒や、異常過熱によ 
る火災や塗装の変色.はく離、機器焼 
損-変形の原因になります。 



揚げもの調理には、センサー解除モードを使用しない 

Vi センサー解除モードは天ぷら油過熱防止機能を解除し、消火温度を高くしていますので、調 
理油び過熱され発火のおそれびあ0ます。 


1 A ま意1 

点乂操作時や使用中はバーナー付近に顔や手およびを類などを近づけない 

を類び燃えたり、やけどのおそれびあります。 

調理中に温度センサーび作動し、自動的に"弱火" 〇 " 強火"と炎の大ささび変化する場合び 
あり、やけどをするおそれびあります。 

Q トッププレートに、高ミ品になつた± ^ ごとくをはずして、直接コン□に 

ぉ L 鍋などを直接のせない ぶ 銅を置いて使用しない 

トッププレートの変色や、損傷の原因に 不完全燃焼や機器焼損の原因になります。 

なります。 

Q 点乂時、バーナーに着乂したことを確認する 

火災のおそれや、思わめ事故の原因になります。 


〈つづく〉 
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( コン□を使用するときのま意 ) 


〈つづさ〉 

A 鍋の種類に注意して使用する 

•底び凹んだ鍋、底びすべりやすい鍋、径のルさい鍋などは、不安定な状態で使用しない。 

• 中華鍋などの底の丸い鍋は、必ず取っ手を持ちなびら使用する。 

• 片手鍋、フライノ（ンなど重むび片寄った鍋は不安定な状態にならないよラ、取っ手をごとくのツ 
メ方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手を機器の前面からはみ出さないよう横に向 
けて置くなど、安定したが请1で1ま用する。 

不安定な状態で使用すると、鍋び傾いてやけどをするおそれびあります。 


A 強乂で使用する場合、鍋やフライ 

A やかん、鍋などの大きさに合わせ 

パンなどの取っ手にミち意して乂力 

51て、乂力を調節する 

を調節する 

はみ出した炎により、やかんや鍋の取っ 

やけどのおそれや、取っ手部の損傷の原 

手び加熱されて、やけどや取っ手の焼損 

因になります。 

の原因になります。 


•な駆 

■使用中ちときどき、正常に燃焼していることを確認してください。 


■長時間使用していなかったり、巧めて使用するときは配管內に空気が入っていて点义しにくい場合 
があります。しば！5く待ってか!5、再度点火してください。 


■煮こぼれにま意してください。 

煮こぼれしたとさやバーナーに煮こぼれびかかったとさはその都度お手入れを行ってください。 

17〜20ページの『点検.お手入れ』に従って行ってください。 

機器の内部に煮汁び浸入しますと機器故障の原因になります。 

また、バーナーに煮こぼれびかかったまま放置すると炎口びつまり、機器内部で燃えることにより機器焼損 
のおそれびあります。 

※お手入れの際は機器び十分冷えてか日行ってください。 


■みそ汁を温めなおすときは义力を弱めにして、よくかき混ぜなび5温めなおしてください。 

強火で急に温めなおすと鍋底に沈んだみそび突然噴きあびり、鍋びはねあびってやけどをするおそ 
れびあります。（とくにだし入り豆みそ（ホみそなど）のとさはミ主意してください。） 


■コン□を弱义で使用している場合は、機器下のキャビネットとび!5をゆっくり開閉してください。 
义が途中で消える場合があります。 


■風などがコン□の炎にあた！5ないように配慮して使用してくださし、。 

窓か日の風やを房装置の風の影響で、乂び途中で消える場合びあります。 


■弱义のときは炎が見えにくい場合があります。 
消し忘れにを意してください。 


■強火で長時間ご使用された場合、まれに鍋と 
ごとくがくつつくことびありますので、鍋を 
動かすとをはま意してください。 


■ トッププレートに鍋などの調理具をのせたげ態ですベ5せたりしないでくださし、。 

ガラスや鍋にキズびつくばかりでなく、ガラス損傷の原因になります。 
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使いかた 

2コンロを使用ずるときのを意 


温調機能を使用ずるときにとくにを意してください。 


〇 

必ず守る 


コン□バーナー（天ぷ日油過熱防 
止機能巧）で使用する調理油の量 
は200 mUU 上で行う 

調理油の量びへってさたり、はじめからか 
ないと発火することびあります。 




200 mUi 上 

調理油 ^ 

' 

ごみ 立 


0 

禁止 


温度センサーの上面と鍋底が密着 
していないとをは使用しない 


• 調理油の量に関係なく発火することびあ 
ります。 


' 焦げつさ消义機能び正しくはたらかない 
場合びあります。 


b ンヴ ー jsa ^ 

鍋底び凹凸 


温度センサ-里異物 
異物び付着 



0 耐熱ガラス容器、±鍋など、熱が伝わりにくい容器 
…曲 で油料理しない 

天ぷら油過熱防止機能びはたらかず、調理油び発火し、 
火災の原因になります。 





〇 ミ品度センサーが上下にスムーズに動 
くことを確認する。また、ミ届度セン 
" ヴーのお手入れはこまめに行う 

※お手入れち法は20ページを参照してください。 

鍋に密着しないと、温度 
センサーび正常に作動し 
ない場合びあります。 


温度センサー 



0 ミ品度センサーに強いショックを加え 
ち L たり、キズをつけない 

温度センサーび故障 
すると、天ぷら油過 
熱防止機能などび正 
常に作動しません。 

温ちセンサーに 
強いショックを加えない 



•な駆 

■温度センサーにより鍋底の温度を検知してバーナーを制御ずるため、風び 
あたるとセンサー機能び正しくはた!5かないことびありまず。 

窓から吹き込む風やエアコン、扇風機の風などびコン□の炎にあた！5ない 
よラに配慮して使用してください。 



■鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため300 glU 上（調理物の重さを含む）必要です。 
とくに片手鍋などは、不を定になりやすいのでを意してください。 


■調理中に鍋をのせかえるときは、一旦义を消してか5のせかえてください。 

煮もの調巧から火をつけたまま天ぷら鍋にのせかえたり、コン□から鍋をはずされている時間び長 
<続くと、センサーびはたらさ謁火になったり自動消火することびあります。 
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( コン□を使用するときのミち意 ) 


《温度センサー付パーナーに適した銅-中華鍋の選びかたについて》 


鍋の選びかた 


鍋などの種類 

煮ちのなど 

炒 め もの 

油料理など 

アル5製の鍋-文化鍋 

〇 

《3 〇 
油の量： 200 mL 切上 

ホ . 巧ち出し. — _^ 

ステンレス(評)の§目 C^'r 

〇 

《3 〇 
油の量： 200 mL け上 

ステンレス 

(薄手：鍋底厚み 2 mm 未満)の鍋 

〇※ 2 

X 

無水鍋-を層鍋 
(ステンレス厚手銅） 

〇※1 

《3 〇 
油の量： 200 mL 切上 

鉄製の麵- , — \ ^ 

鬻パン9 分 

〇 

《3 〇 
油の量： 200 mL け上 

圧力銅. 4=^ 

耐熱ガラス容器 し 一 〇 41 

〇※1 

X 


〇:適しています 。X :適していません。（温度を正しく検巧しない場合びあります。） 
:途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

《2 :焦げつく程度びさつくなります。 

《3 :油料理の場合の油の量をおします。 


中華鍋について 

•鍋底と温度センサーび密着していることをおかめてから使用してください。 

•中華鍋の種類や使いかたによっては鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらさません。このよラ 
なとさは、別売（八ーマン製）の中華鍋用補助ごとくを使用すると鍋び安定して使いやすくなります。 

※中華鍋によっては別売の中華鍋用補助ごとくを使用すると、温度センサーに密着せず、安全機能びは 
たらかない場合びありますので、ミ主意して使用してください。 
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使いかた 

2点乂•消乂のしかた 


点乂前に ※コン□を使用ずる前に『コン□を使用ずるとをのま 意』 （ド9~12)をよく読んでか5使用してください。 




• 器具栓つまみを巧し、"点火’の位置まで回す。 



開のげ態 


•パチノ（チとスノ（ークして点火します。 

点火位置いっぱいまで回して、着火を確認して 
から手を離してください。 

•器具栓つまみを回した後、手を離してち数秒間 

スパークします。 

※万一点火しないとさは、器具栓つまみを回し 
て I 止の状態]に戻し、周囲のガスびなくなるの 
を待ってから再度、点火操作してください。 

※長時間使用していなかったり、初めて使用する 
とさは配管内に空気び入っていて点火しにくい 
場合びあります。 


調理するとをのコツ（標準バーナー) 


〇炒めちの（野票炒め、目玉焼さ、八ンバーグ 
など）をする場合 

•] 分程度予熱をしてください。 

予熱時間び長ずざすると安全機能びはたらいて消义す 
る場合びありまず。 



〇きんぴ5ごぼラ-インスタント焼きそば 
などをずる場合 

•水分び蒸発してち加熱を続ける料理の場合、 
途中で安全機能びはたらいて（焦げつをと判 
断）消义することびあります。 

このよ5なとをは高义カバーナーのセンサー解 
除モード （8 ページ参照）を使用してください。 


〇カレー、ジャムなどの加熱をずる場合 

• 卜 □= のある料理は沸騰するまでかさ混せ'たり、鍋を動かしたりしないでください。 

(焦げつきの程度びきつくなる場合びあります。） 

•水分の少ないちのは水を加えてください。 

• 义力は中义位にしてください。 

•沸騰をは中身の温度にムラびでさないよラに、とさどさおだてください。 
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3 


点义-消义のしかた 


旦乂力調節 

• 器具栓つまみを回して調節する。 


• 器具栓つまみを@の位置まで回す。 



•器具栓つまみを ( g ) の方向へ回すと火力は強く、@の方向 
へ回すと乂力は弱くなります。 

• 炎を見なび日調理に適した位置に加減してください。 
•器具をつまみはゆっくりと動かしてください。 



Qh のげ態] 


■はやく操作すると、消火したりホ火になる場合びあります。 


• 乂力を絞り過ざますと、立消え安全装置びはた日いて消火 
することびありますび、故障ではありません。 

■コン□使用中、センサー温度び高くなると自動的に強火、弱 
火を繰り返します。温度を保つ機能(通苗時約2已ぴ C 、 センサ 
一解除モード時約290で）び作動するためであり、異萬ではあ 
りません。 


ブザー報知について 


コン□パーナーの使用時、機器操作してか5約3□分毎に使用中（消し忘れ）であることをブヴー音『ピピピッ』で 
お巧 b せします。 
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使し、けた 

2ま全機能•温度センサーについて 


ま全機能について 


田立消えを全装置 ロヴー音『ピー』でお知らせします。） 

• 風や煮こぼれで火び消えた場合、自動的にガスを止めます。 
(完全にガスび止まるまで数秒かかります。） 


•再度点乂されるとさは窓や戸を開けて換気をし、ガスのにおい（例）標準バーナー 
び完全になくなってか日点火操作をしてください。 をちから見た図 

■立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついたとさはされいにふさ 
取ってください。 

また、立消えま全装置に硬いちのをぶつけないでください。 

(点火不良の原因になります。） 



田消し忘れ消义機能 ロヴー音『ピー』でお知らせします。） 

•点火後、一定時間経過すると自動的にガスを止め、消火します。 


《例：標準 バーナーで 

煮ちのをした場合》 



高义カバーナー：通常時約2時間 

センサー解除モード時約1時間 
高温状態持続時約30分 

標準バーナー：通常時約2時間 

高温状態持続時約30分 


因器具检つまみ戻し忘れブザー 

•戻し忘れた場合は安全機能びはたらいてから約]時間の間、已分おきにブヴー音『ピー』で 
お知らせします。 

ただし、他のバーナーを使用中は、ブヴー音は鳴りません。 


田センサー解除モード 

こんな調理は高义カバーナー①センサー解除モードを使用してください。 旧ぺージ参勵 
•炒めものや、しのもの料 S にま•大豆など）のように高温を必要とする調理 
-中華鍋やフライパンを、煙び出るまで予熱する場合 

(高火カバーナーは安全のため、温度センサーび約2巳び C になると弱火になるよラになっています。） 

• 高乂カノくーナー点乂後、センサー解除キー3秒押しで設定でさます。 

※連続使用可能時間は約]時間です。（※高温状態で温度変化のないとさは3□分） 

※センサーの故障を防止するために、センサーの温度び上びりすざると自動的に乂力を調節したり、ガス 
を止め、消乂したりすることびあります。 


A 警告 


■センサー解除モードを使用ずるとさは、揚げちのなどの油調理はしない。 

センサー解除モードは天ぷ5油過熱防止機能の消火温度び高くなっていますので、調理油び過熱 
され発火のおそれびあります。 

※焦げつさ自動消义機能ちはた b さません。 


使用中に自動消乂した場合、必ず器具をつまみを回し、止の状態に戻してください。 
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安全機能-温度センサーについて 


※安全機能びはた日いたときは、23ぺージを参照してください。 


田 焦げつき自動消乂 ロヴー音『ピー』でお知らせします。） 
■焦げつさや空ださの場合自動的にガスを止め、消火します。 


I 焦げつさ消火時の焦げの程度は鍋の材質-火力-内容物の種類によって異なります。 

I とくに±鍋やガラス製鍋、薄手のステンレス鍋などは熱伝導び悪いため焦げつさ程度びさつくなります。 
I 弱火から強火に切り替えた場合にセンサーびはたらいて自動消火することびあります。 
再度点火すると正常に作動します。 


※センサー解除モードに設定している間は、この機能ははたらきません。旧ページ参照） 


因天ぷ5 油 過熱 防止 ロザー音『ピー』でお知らせします。） 

■コン□バーナーは、約2日〇でで弱火となりますび、それじ(上に温度び高くなると、 
自動的にガスを止め、消乂します。 

《鍋の種類や油の量によって自動消火したとさの油の温度は異なります。 


A 警告 


>調理油の量は 200 mLL ソ上で行ラ。 

※調理油の量びへってきたり、はじめからかなし化発火することびあります。 


〇 


— 


200 mL 攻上 


調理油 / 



i ピづ 


A 注意 


>天ぷ日油過熱防止機能びはたらいたとさは、鍋や油の温度び相当高くなっているためミ主意する。 
やけどやけびの原因になります。 


※センサー解除モードに設定している間は、この機能ははたらきません。旧ページ参照） 


使用中に自動消火した場合、必ず器具栓つまみを回し、止の状態に戻してください。 
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点検•お手入れ、他 

3点検•お手入れ 


A 注意 


点検•お手入れは、ガスをを閉じ、機器が冷えてか！5手袋をはめて行う 

•やけどや、機器のちなどでけびをずる原因になります。 

(見えにくいところを掃除ずる場合は、とくにミ主意してください。） 

• お手入れする部品しソ外は、はずさないでください。 

• はずした部品は、『お手入れ（点検-お手入れ後の取り付けち法 ) J (1 日〜20ページ）を参照して取り付けてください。 
•点検-お手入れをは、機器にふきん-紙類などを置き忘れていないかおずお認してください。 


〇 

必ず守る 


点 検 


各部品の取り付けは？ 


I バーナーキャップ-ごとくなど正しく取り 
付けられていますか？ 

く〉正しく取り付けてください。 

防閥〜國 


温度センサ- • 点火プラグ • な肖えまを装置は？ 


温度センサー 



上下にスムーズ 
に動く 


>センサーは軽い力で、 
上下にスムーズに動 
さますか？ 


※煮こぼれの付着などで動かなくなる場合びあ 
ります。動かない場合は点検び必要です。お 
買い上げの販売店または、ちよりの脾社に連 
絡してくださし、。 

•センサー頭部に巧れや、 

キズびありませんか？ 


>点义プラグ-立消え安全装置に煮こぼれや水 
滴びついていませんか？ 

tO お手入れのしかたを参照してください。 

防國 



バーナーキヤップは？ 


炎□び目づまり 
していませんか？ 

f このイラス トは、 
バーナーキヤッ 
プの裏面です 。 j 


巧れ- 

目づまりなど 


I 傾いたり浮いたりして 
いませんか？ 



c (> お手入れのしかたを参照してください。 

，國 



乾電池は？ 


《乾電池の交換めやすはおよそ1年です。》 

•使用時、電池び消耗してくると、予告として 
ブヴー音『ピー』びなり、電池交換サインび点 
滅します。 

• 早めに新しいアルカ U 乾電池(を1形2個）と交 
換してくださし、。 


電ミ也ケースふた 



さらに電池び消耗してくると使用でさなくな 
ります。 

A 乾電池の取り付けかたを 
^参照してください。 ム L§J 
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■金属たわしや先の鋭いちのは、トッププレートおよびバーナーリング • 
バーナー本体にキズをつけるので、使わないで<ださし、。 

■漂白剤、強アルカ1」洗剤、クレンヴーを使用すると、バーナー1」ング • 
ノ くーナー本体や枠の色び薄くなったり、光ミ尺び変わることびあります。 

色ムラの原因になります。 

■トッププレートは、ネジで固定されています。 

修理技術ち政外の人は、取りはずさないでくださし、。 


C 


点検-お手入れ 




お手入れ 

※使用ごとにお手入れしてください。巧れたままにしますと巧れびこびりつき、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れをしてください。煮こぼれしたまま放置するとお手入れす 
る部品び固着し、はずれにくくなったり、故障の原因になります。 

とくに、砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐにみき取ってください。焼きつしで掃除び困難になります。 

ミちれびひどいとさは、台所用中性洗剤をミ居ぜた水を含ませた紙でミちれた部分を湿日せ、巧れを浮かせます。 
ミちれび浮いてさた日、スポンジや布などのやわ日かいちのでふさ取った後、洗剤び残日ないよラ水ぶさして 
ください。ごとくは、つけ置きや煮洗いするとさ日にミちれび落ちやすくなります。 


お願い 


»シンナー-ベンジン-アルカ U 性洗剤-研磨剤入り洗剤-ナイ□ンたねし 
金属たわしなどを使用したり、硬いちのでこすったりしないでくださし、。 
塗装の変質、はびれの原因となりますので使用しないで<ださし、。 


0 

禁止 



公 


トッププレート（トッププレート枠含む） 


• トッププレートび十分;令えてから、お手入れを行ってください。 

• 表面び巧れた S その都度、台所用中性洗剤や水を含ませたスポンジや巧などのやわ S かい物でふき取ったを、 
乾いた巧で再度ふさ取ってくださし、。 

※表面についた煮こぼれなどの巧れをそのままにしておくと、こびりついて取れなくなります。 

ご使用のたびにこまめにおふさ取りくださし、。 

■ガラス面の巧れのひどいとさやこびりついた巧れは、丸めたラップに 
クリームクレンヴーをつけてこずってください。巧れびとれた5スポ 
ンジや巧などのやわ5かいちのでふさ取ってください。 

※バーナー U ング•バーナー本体の塗装のはびれ、色び薄くなる、光 
ミ尺びなくなるなどの原因となりますので、ノくーナー U ングにはク U 
ームクレンプーびかか S ないよラに気をつけてふさ取ってくださし、。 



バーナーリング•バーナー本体 

■ 台所用中性洗剤を含ませた巧やスポンジで 
巧れをふさ取った後;、乾いた巧で水気をふ 
さ取って < ださし、。 



凸部 


※凸部の角などは、歯ブラシなどでお手入れ 
して < ださし、。 



か店百 I 、 
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点検•お手入れ、他 

3点検•お手入れ 


お手入れ（点検•お手入れ後の取り付け方法) 
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点検-お手入れ 



機器表面-操作部 


•乾いた巧でよくみく。 


C 取れに<い巧れつ 

台所用中性洗剤を含ませた巧でふさ取って < だ 
さい。その後、乾いた巧で水気をふを取ってく 
ださい。 


※シルノ（一色タイプは、器具栓つまみなどの樹脂部に、 
特殊塗装を施していますび、万一表面の塗装びはび 
れても使用上問題はありません。 


バーナーキャップ 


■表面はスポンジと洗剤で丸洗いし、目づまり 
していたらバーナーキャップを取りはずして 
裏面か日歯ブラシを使って洗ラ。その後、乾 
いた巧で水気をふき取ってください。 

• 煮こぼれしたときは、必ずお手入れしてください。 



お願い 


•強<こずったり、あてたりしないで<ださい。 
キズ、ゆびみ、変色、はく離の原因となります。 


田取り付けかた 

図のようにノ（ーナーキャップのの部び点乂プラグ 
の真上にくるよラに合わせ、バーナーキャップを 
取り付けて < ださい。 

※傾いたり、浮いたりしていないかを確認してくだ 
さい。 



《局乂カバーナー用バーナーキャップ 
には 「 H 」 マークが あります。 


I-A ま意 


• ノ くーナーキ ャッ プを正しく取り付ける。 

バーナーキャップを正しく取り付けないと、点火 
しなかったり炎び不均一になり、異常燃焼や部品 
び焼損、変おするおそれびありまず。 
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点乂しない。 
点火しにくし、。 
义が消える。 


•機器のガスをび全開になっていますか？ 

• 乾電池び消耗していませんか？ 

•) (ーナーキ ヤッ プび傾いたり、浮いたりしていませんか？ 

• ノ（ーナーキ ヤッ プの炎口びつまっていませんか？ 

■点乂プラグ-立消え安全装置び巧れたり、めれていませんか’ 
•器具をつまみを"点乂"の位置までいっぱい回していますか？ 
徴秒間"点火"の位置にしていましたか？） 


ガスのにおいがずる。 
いやなにおいびずる。 


ただちに使ラのをやめ、機器のガスをを閉じてから原因を調べてください。 


A 警告 

>周囲に燃; 
火災のお^ 


■ 

もやすいちのやプラスチック製品などびありませんか？ 

&れびあります。 


>煮こぼれや風などで乂び消えていませんか？ 

、 ） (ーナーキ ヤツ プに水気びついていませんか‘ 


消义しやすい。 

使用中火び消える。 


> ノ（ーナーに風びあたっていませんか？ 

>煮こぼれびバーナーにかかっていませんか？ 

• 立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついていませんか？ 

• 弱火の状態で機器下のキャビネットとび日を開閉していませんか？ 

• 温度センサーびミちれていませんか？ 

>鍋び焦げたり、油の温度び高くなっていませんか？ 

>鍋を正し<のせていますか？ 

>鍋底び凸凹していませんか？ 

• 乂をつけてか日約2時間（高温で30分） L ソ上たっていませんか？ 

>センサー解除モードで火をつけてから約]時間（高温で3□分） L ソ上たつてい 
ませんか？ 


黄炎で燃える。 

炎がを定しない。 

異常音をたてて燃える。 


I ノ（ーナーキ ヤツ プび傾いたり、浮いたりしていませんか‘ 
I ノ（ーナーキ ヤツ プ炎□びつまつていませんか？ 
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点検•お手入れ、他 

3故障かな？と思った!5 

• 故障かな？と思った5ただちに使うのをやめてください。 

• 故障かな？と思ってちよく調べると故障でない場合があります。 

まず、巧のことをお調べください。 


こんなとを 原 因 


日7 7 7 7 3 


3 


已 


〇 

2 


己己己〇 7 6 




己己 
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故障かな？と思った 5 


• 次のような現象は故障ではありません 


•パチ J (チとすべての点火装置で音びする。 

〇 

同時点火ち式となっていますので、1ヶ巧 
の点火操作ですベての装置が r パチパチ」と 
スパークします。 

• 点火後や消火後にキシ S 音びでる。 

〇 

加熱やを却される際に金属が膨張-収縮し 
て起こる音です。 

•消火時 r ポン」と音びする。 

〇 

义び消えたときの音で異常ではありません。 

•消火してち数砂間火び残り、すぐに消火し 
ない。 

令 

バーナー内部に残ったガスが燃焼している 
ためで異常ではありません。 

• □ ン□燃焼時1こ点火部でポッポッと音びする。 

〇 

乂力によってはバーナー内部で音び鳴る場合 
びありまずび異常ではありません。 

• 強火になるとさ一瞬炎び大さくなる。 

〇 

バーナー内のガスが一度に出されるためで異 
常ではありません。 

• ごとくの先端び変色や凹凸状になる。 

〇 

コン□部を使用すると、ごとくのツメの先 
端び過熱されホー□一がはがれたり、凹凸 
：!犬になりますび異常ではありません。 


•じ(上のことをお調べになっても、なお異常のあるとさやおわかりにならないときには、お買い上げ 
の販売店または、ちよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に連絡してください。不完全な処置や異常 
びある状態で使い続けますと事故のちとになります。 
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点検•お手入れ、他 

3故障かな？と思った!5 

お知5せ表示 

•安全機能 （1 已〜]日ページ）びはたらいたり、使用ち法の不具合びあった場合、自動的に消火すると同 
時にブヴー音び鳴ってお巧らせします。 


お知らせ表示一覧《ブザー音『ピー』でお知5せ報知します。》 


お知らせ表示 

部 位 

原 因 

処置方法 



消し忘れ消火機能作動 

器具をつまみを1止の状態に 
お〇 

続けてお使いになるときは、 
再度点火してください。 

焦げつさや異常高温になったとさ 

ノ（ーナー不着火 
(点火に失敗したとさ） 

—1ン1_1ノ、ソ 

バーナー途中消义 
篤こぼれや風などで消义したとき） 

器具栓つまみ戻し忘れブヴー作動 
(ブザー音『ピー』已分毎に]回報巧 
火び消えて、器具栓つまみび開状態 
にあるとさ） 

電般換ヴィン点滅 

乾電池 

電池び消耗してさたとさ 

器具をつまみを1止の巧態1に戻す。 
電池を交換して<ださい 
(アルカ1」乾電池：単1形2個） 


上記似外の表示が出た場合。 

皆点検び必要でず。器具栓つまみを止の状態]に戻し、お買い上げの販売店または、ちよりの製社に連 
絡してください。 
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点検•お手入れ、他 

3アフターサービス 


アフターサービス 

サービスの お申し込み 

• 21 〜23ぺージの『故障かな？と思った日』を見て、もう一度確認してください。 

■確認のラえ、それでち不都合な場合あるいは、ご不明な場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、ガス 
事業ちまたは、ちよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に連絡してください。 

なお、連絡されるとさは、下記のことをお知日せください。 


1 . 品名コード電ミ也ケースふた裏面に貼付の銘板をご覧ください。 3. 故障または異常の内容（でさるだけ詳しく） 

2. 型式名電池ケースふた裏面に貼付の銘板をご覧ください。 4. ご住所-お名前-電話番号-道順（でさるだけ詳しく） 


お居される場合 

ガスには都市ガス（数種類）および L P ガスの区分がありまず。 

• ガスの種類び異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整び必要となりますので転居先のガスの種類を 
確認のラえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業をに連絡してください。この場合、調整•改造に要 
する費用は保証期間中でち有料となります。 

■ガスの種類によっては調整-改造できない場合ちあります。 


保 証 書 

取扱説日月書の26ぺージ保証書になっていまず。 

•保証書に記載されているよラに機器の故障については、一定期間-一定を件のちとに修理いたします。保証書を 
紛失されますと、無料修理期間であってち修理費をいただくことびありますので、大切に保管してください。 
•無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、ちよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に相 
談してください。 

修理によって性能び維持できる場合は修理（有料）いたします。 

補修用性能部品の保有期間 

■この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造巧ち切り後已年間です。 
ただし、保有期間経過後であってち補修麻性能部品の在庫びある場合は、有料修理いたします。 

交換部品（お客さまにて取り替え可能な部品） 

•下記の部品（有償）は、お客さまご自身にてお取り替えしていただくことびでさます。 

お買い上げの販売店または、01 20-38-8180 (電話料金無料）にお問い合わせください。 

いたんできた日、早めに交換してください。 


交換部品 

お 

現金標準価格：税込 

部品コード 

ごと< 

(高义 力- 標準 バーナー 用） 


¥1，日7曰 

( 本体価格 \ 

V ¥ 1 .500 j 

DW 0 X 1 20668101 

バーナーキャップ 
(局乂カバーナー用） 

餐 

¥1，日7曰 

( 本体価格 \ 

V ¥1’已日日 y * 

DW 1 L 320031013 

バーナーキャップ 
(標準バーナー用） 


¥1，日7曰 

( 本体価格 \ 

V ¥1，已日日 y * 

DW 0 X 320287108 


(2008年2月現在の価格でず。価格•仕様は、変更される場合びありまず。あらかじめご了承ください。） 

上記部品の価格には、配送費は含まれておりません。詳しくは、0120- 38-8 180にお問い合わせください。 

乾電ミ也は電気店などでお買いホめください。 

※形状のイラストは、参考として記載しております。詳しくは7〜8ページの『ち部のなまえと特長』を参照してください。 
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点検•お手入れ、他 

3仕様 

仕様 


品 




名 

ガスビルトインコン □ 

型 


式 


名 

DC2013S 

点 

义 


方 

式 

連続 スパーク 点乂 

安 

全 


装 

置 

-立消え安全装置 
-天ぷ日油過熱防止機能 
-焦げつき自動消乂機能 
-コン□消し忘れ消乂機能 

付 


属 


品 

•取扱説明書(保証書付）•工事説明書•サービス網一覧表 
■アルカ U 乾電池(単 1 形 1 .已 V : 2 個） 

が 

お 


寸 

法 

高さ 2 己 3mm X 幅 448mm X 奥行 497mm 

質 



量 （本体） 

1 Ik 旨 




1 時間当たりのガス消費量 

kW 


使 

用 ガス 

個別ガス消費量 

全点义時 
ガス消費量 

ガス 

使用 

ガスグループ 

高乂カバーナー 
(左前） 

標準バーナー 
(も後） 

接続 


13 A 

4.20 

2.97 

6.63 



に，日 10kcal/h( 

)2| 已已日 kcal/h[ 

记， 70 日 kcal/h( 



12 A 

3.90 

2.79 

6.16 


都 

13,3 己 0kcal/h( 

に |4 日 Okcal/W 

记， 3 日日 kcal/h( 


6 A 

3.31 

2.56 

己 .3 已 


市 

12.8 己 Okcal/h} 

12.200 kcal/hl 

{4.600kcal/ht 


ガ 

Ll ( 巨 B, 巨 C,7C) 

3.43 

12, 吕已 0kcal/h( 

2.33 

に 1000 kcal/h( 

巳 .3 已 

{4, 日日日 kcal/h( 

Rcl/2 

ス 

5 C 

3 .己巳 

2.56 

巳. 47 

(メネジ） 

13,0 己 0kcal/h( 

{2.200kcal/hl 

{4,70 日 kcal/h( 


用 

L2 ( 已 A, 已 AN, 已 B) 

2.79 

に. 4 日 Okcal/h} 

2.03 

11.750 kcal/hl 

4.3 日 

巧， 7 日日 kcal/hl 



L3 (4A,4B,4 仁） 

3.08 

に. 6 巳 Okcal/h} 

2.03 

11.750 kcal/hl 

4.53 

巧， 9 日日 kcal/hl 


L 

P ガス 用 

4.20 

に . 3mk 呂 /w 

2.97 

に. 213k 旨 / h} 

6.63 

に. 47 己 k 旨 / h} 



◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますびご了承くださし、。 
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点検•お手入れ、他 

3保証書 


保証書 



このたびは当社製品をお買上げいただきましてありびとラございます。この保証書はお客様の正常な使用状態において万一、機器本体 
び故障した場合には、本書の記載内容で無料修理を巧ラことを約束するものです。 

^化料修理規定> 

1 . 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのま意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または、ちよりの弊 
社び無料修理致します。 

2. 保証期間内に故障し、無料修理を受ける場含は、お買い上げの販売店または、わよりの弊社にご依頼のラえ、本書をご提示ください。 
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を巧った場含には、出張に要する実費を申し受けます。 

. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

. ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理びご依頼でをない場合には、ちよ0の弊社にご相談ください。 

. 本書は日本国内においてのみ有効です 。 （This warranty is valid only in Japan .) 

. 本書は再発行致しませんので、紛失しないよう大切に保管してくださし、。 

. 保証期間内でを次の場合には有料修理にな0ます。 


(イ）住宅用違が（業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用にな5れた場合による故障および損傷。 

に）車両、船舶に備品として搭載された場合に生じた故障および損傷。 

(八）工事説明書および取扱説明書などに指示する方法 L が' kD 工事設計または取付工事などび原因で生じた不具合、故障および損傷。 
(二）お買い上げ樓、取付場所の移動-落下などによる故障および損傷。 

(ホ）建築躯体の変形など住宅部品本体！;の不具合に起因する機器の不具をおよび塗装の退色、メツキの軽微な傷、麵など設計 
仕様の範囲内の感覚的な現象の場含。 

(へ）適切な使用、維持管理を巧わなかった場含および不当な修理や改造による故障および損傷。 

(卜）ガスの供給事情による故障および損傷。 

(チ）指定規格!;^がのガス（ガスグループ）および電気（指定かの電池含む）で使用された場含。 

( U ) 火災-爆発などの事故、落雷-地震-噴火-風水害-煤煙-異常気象などの天災-地変および戦争-暴動など破壊行為によ 
る故障および損傷。 

(夕）海岸付近-温泉地などの地域における塩害-腐食性の有害ガスおよびほこりなどの空気環境に起因する故障および損傷。 
(ル）ねずみ•鳥•くわ-ゴキブ U などの動物の侵入および行為に起因する故障および損傷。 

(ヲ）消耗部品の取り誓えおよび保守などの費用。 

(ワ）熱量変更に伴なラ改造-調整の場含。 

(力）本書の提示げない場含。 

(ヨ）本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入掠印のない場合、あるいは字句を書き督えられた場を。 


1 


お 客 様 

お名前 

TEL 

ご住所〒 

保証期 間 

お買い上げ 年 月 曰か 51 年間 

販 売 店 

店 名 

TEL 

住 所〒 


巾白 i 


※保証期間巧のサービス活動およびその後のを全点検活動のために、お客様の記載の客を利用させていただく場合がありまずので、ご 
了承ぐださい。 

※この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、この保証書によってお客様の法律 
上の権利を制限するものではあ0ませんので、保証期間経過渡の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または、も 
よりの弊社にお問い含わせください。 

※保証期間経過體の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご賣ください。 

〒已已 4-0023 

大阪市化巧区春日出南 3T 目 2— 10 
TEL 〇已 （ 4804) 8 已〇〇 


株式を巧 A -?： 


年月 曰 

修理記録（修理内容） 

サービス員® 
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長年ご使用のガス機器の点検をぜひ！ 

• ときどをガスくさい。 • スイツチやつまみの操作び不確実。 

•焦げくさい臭いびする。•点火しにくい。 

• その他の異常や故障びある。 

f lU 上のよラな症状のとをは、ガス栓を閉じ、故障や事故防止のため、 

必ず販売店に点検-修理を相談してください。 


株式を巧 


A - の 


本社〒已已 4-0023 大阪市此巧区春日出南 3-2-10 
TEL 06 (4804)8600 


アフターサービスについての 
お問い合わせは 


C 修殿帅タター ^ ヴービスは"イハーマン 


電話料金 
無料 


0120-38-8180 


• 受付時間/24時間サービス受付 


商品Iしついてのお問い合わせは 
C お客様センタ~ ) 

巧 06-4804-8614 

•受付時間/平曰、±曜日目:00〜] 8の0 
(曰'祝日'弊社指定休曰は除く） 














